
            

 

 ೞᏡȷ៲࣎

៲˳ನᡯ 

 

 

 ཞ७ࡍͤ 

 ࿢܇׆ؾ  ̾ʴ܇׆ 

の「ᨥ生෇ೞ能分᫏׎」 

考え方は、ᨦがいが᩺的・

٭的ではなく、動的にܭ׍

҄するものであるという考

え方にᇌっています。ॹ፼

等もԃめて、ᅈ˟的ᨦُを

いかにӕりᨊいていくか、

ということが重要であると

ともに、学ఄ૙育において

の指導内容の٭容等も൭め

られています。 

ɦᏃのሂ力˯ɦの᠉ถを

 る׋

៻ౝ܇で自ဌにᆆ動する

ことができる 

ପ画᫾で自分の観たいପ

画を観ることができる 

ପ画᫾にはǹȭーȗやǨȬșーǿーがある 

困った଺にまわりのʴが手яけしてくれる 

自分ɟʴで出かけたいというॖഒがある 

まわりのʴに手яけを᫂むǳȟȥȋǱーǷȧȳ

の力がある 

Ꮿࣱ᰺ၡ

 ポイントℲ ᨦⅻⅳをਵⅷႺす  

Ძ ɟʴɟʴƷܱ७ƴࣖơƨ 
  ਦݰǛǊƟƠƯ 

ဃ෇ೞᏡ ဃ෇ೞᏡƴ 

ૅᨦƷƋǔཞ७ 

ᨦƕƍ 

͐ਇੑౠ࠿ߊ໷ကᆬ̈́ϿϹϼͅの৓ౖᅅ್ࠖの೰গ੢ᄿ͑҆Ѷќџ੢ౖ 

ဃ෇ೞᏡ 

෇ѣ Ӌь 

ᨦƕƍƷਵƑ૾Ʒ҄٭ 

意思の表明 

検 討 

決 定 

合理的配慮の 

提 供 

定期的な評価 

 本ʴや̬ᜱᎍから合理的ᣐॾのဎし出があって、ǹǿートとなりま

すが、もちǖん૙ࠖの気˄きからǹǿートする場合もあります。 

 まずは実態把握を行い、合理的Ტ࣏要かつ適࢘な٭୼・ᛦૢᲣかど

うか、ᨦܹᎍೌМவኖᲢᇹ24வᇹᲫ᪮Უの目的ᲢèᲣに合ᐲするか

どうか、学ఄにとってᢅ重な᝟ਃかどうか等を検᚛します。ఄ内ۀՃ

˟等でңᜭを行うなどኵጢ的なࣖݣを行います。また、࣏要にࣖơ

て、ࠊထ஭૙育ۀՃ˟やٳ部ೞ関等と相ᛩをします。 

èʴ᧓の多ಮࣱのݭ重の҄ࢍ、ᨦܹᎍがችᅕ的ӏƼ身体的な能力等を 

 ӧ能なஇ大ᨂࡇまでႆ達さƤ、自ဌなᅈ˟に効果的にӋьすること 

 をӧ能とするといった目的に合ᐲするかどうか。 

ᲶྸƴƔƳƬƯƍƳƍƱЙૺƠƨئӳƸᲸ 

 ஜʴȷ̬ᜱᎍƴྸဌǛᛟଢƠŴྸᚐǛࢽǔǑƏƴѐǊǇƢŵƦ

ƠƯŴˊஆƷӳྸႎᣐॾƴƭƍƯӳॖ࢟঺Ǜ׋ƬƯƍƘƜƱƕ᣻

ᙲưƢŵ 

 ൿܭした合理的ᣐॾは個別の૙育支援計画等へଢ記します。 

「合理的ᣐॾの੩̓」のȗȭǻǹ

 合理的ᣐॾを行っていくᨥには、まわりの

児童生ࢻやその̬ᜱᎍにݣして、ᛟଢが࣏要

になる場合があります。そのᨥ、児童生ࢻの

ႆ達െ᨞にࣖơてどのようにᛟଢを行うのか

も本ʴ・̬ᜱᎍとよくᄩ認していく࣏要があ

ります。 

 ႆ達のᆉࡇや適ࣖの状況等にࣖơて、੩̓すǂき合理的ᣐॾも٭

わってきます。 柔軟な見直し 

 

 җ分な૙育が੩̓できているかの観点でᚸ̖します。 

             ポイントℳ ӳྸႎᣐॾに↓ⅳ↕検討ↆ੩̓する 
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ᲶǹȆȃȗᲫᲸ 

ᲶǹȆȃȗᲬᲸ 
 

ᲶǹȆȃȗᲭᲸ 

ᲶǹȆȃȗᲮᲸ 

ཎ

別

支

援

૙

育

ɼ

˓

の

ࢫ

л 

支援の 

 がり࠼

Ტ例Უ 

ਃ˓からの相ᛩにࣖơ、

支援の࣏要な児童生ࢻの

情報収集や、支援につい

てのǢȉȐイǹを行いま

す。 

担任・保護者 

学年団、養護教諭、 

特別支援学級担任 等 

校長・教頭・生徒指導担当 

教育相談担当 等 

ＬＤ等専門員 

特別支援学校特別支援教育コーディネーター 

医療・福祉・労働の関係機関 等 

ఄ内ۀՃ˟を

ᢃփします。 

要とするఄ࣏

のೞ関とのٳ

ᡲዂᛦૢを行

います。 

ਃ˓からの具体的支援の

報ԓをӖけ、関̞૙ᎰՃ

へのᡲዂᛦૢや具体的支

援のң力をᡶめます。 

ǹȆȃȗᲫ 

 ࣖݣኢưܖ

ǹȆȃȗᲬ 

᧙̞Ƣǔ૙ᎰՃ

ưࣖݣ 

ǹȆȃȗᲭ 

ఄϋۀՃ˟Ǜ᧏

ƖŴૅੲ૾ᤆǛ

౨᚛ 

ǹȆȃȗᲮ 

Ʒ᧙̞ೞ᧙ٳఄ

ƱƷᡲઃ 

 

≗↓の⇟⇬⇩⇽↖ఄϋૅੲ˳СをΪܱさ↊る  ポイントℴ 

 

 

★行動観察 
・どのような場面でトラブルになることが多いか 

・誰とトラブルになることが多いか 

・トラブルになったときに、どのようなやりとりが行われているのか 

・自分自身の感情の理解やその表現の仕方はどうか 

★情報収集 
・生育歴や家庭環境について 

・学級の友達の本児への関わり方はどうか 

・これまでの支援方法で効果があったものはあるか 

★諸検査等 
・知的な能力はどうか 

・認知能力の偏りはないか 

・理解語彙等の不足はないか 

・相手の気持ちを推測できるか 

・場面や状況の理解はどうか                 

★背景にある要因を推測する 
  行動観察や情報収集、諸検査等の結果から総合的に判断し、困難さの背景にある要因を推 

 測します。      

【要因①】場面や状況の理解がよくないために、相手の行動について、誤解してしまうこ 

        とがある。 

【要因②】語彙や表現力に課題があるため、自分の思いを上手に言葉で表現できず、手が 

        出てしまう。  

★推測される要因に基づいて、どのような力を育てていけばよいのか、また、そのための支援 

 としてどのようなことが考えられるのかを具体的に考えます。 

 

 

＜例＞ 友達とよくトラブルを起こし、すぐに手が出てしまう 

氷山モデル 

★個別の指導計画等に指導目標や支援内容を記入し、指導・支援を行っていきます。 

例えば、「友達とよくトラブルを起こし、すぐに手が出てしまう」という児童が

いたとします。このような場合、児童の衝動的な行動に目が行きがちですが、実態

把握を丁寧に行っていくと、別の重要な要因があることが見えてきます。実態把握

においては、表面に見える「困難さ」ばかりに目を向けるのではなく、その背景に

ある「見えにくい要因」をしっかりつかむことが大切です。表面に表れていない部

分を見ていく視点をもつために、水の上に浮かんでいる氷山をイメージすると分か

りやすいです。

             ポイント④ 困難さの背景にある要因を検討する 

複数での多角 

的な情報収集が、 

適切な実態把握 

につながります。 
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２ 切れ目ない支援体制 

             ポイントℲ ̾К↝૙Ꮛ支援ᚘဒで支援をつなぐ  

˺成の対ᝋは、ᚮૺの有໯に関わらƣ、ཎ別な支援を必要とするδᇜဃࢻですが、ݱ学校ӏƼ

中学校学፼指導要᪸（࠯成ᲬᲳ年）には、ཎ別支援学ኢにנ籍するδᇜဃࢻと通ኢによる指導を

受けているδᇜဃࢻμ員について、˺成することが明記ƞれました。

個別の教育支援計画は、Џれ目ない支援を行っていくためのஇもٻЏなȄȸȫです。個別の教育

支援計画は本人・保護者のものであることにသ意し、園・学校െ᨞間の引継ぎについては、保護

者（学年によっては本人とも）とҗЎに話し合います。そして、保護者とともに引継ぎを行いま

す。 

 

 

  

  

会議の時間設定をして

おき、参加者に見通しが

もてるようにしておくと

よいです。 

関係機関の出席については、目的

を明らかにした上で、参加が必要か

どうか検討します。 本日の会のねらいを伝えましょう。 

前回決めた取組または個別の指導計画の中の短期目標をもとに、改善

が見られたこと、頑張っていること等を先に伝え、課題については対応策

と合わせて伝えましょう。 

家庭で取り組んだことの成果や課題等を話してもらいましょう。 

① 実態や支援の振り返りをもとに、保護者の意向も尊重しながら、目 

  標を一つか二つ提案しましょう。少し頑張れば達成できそうな目標に 

  します。 

② 目標達成のために、学校、家庭で取り組むことを決めます。できる  

  だけ具体的に、いつ、誰が、どのようなことをするのかを決めます。 

③ 次回の支援会議で、学校の取組、家庭の取組について評価を行うこ 

  とを確認します。 

＜移行支援会議では＞

 前籍園・校での様子や支援の内容等を伝え、進学先でどのような支援が可能であるのかを話し

合い、本人・保護者が安心して進学できるようにします。引継ぎを受けた進学先は、引き継いだ

内容が新年度の教職員に確実に伝わるよう、校内で共有します。 

             ポイント② 支援会議・移行支援会議で支援をつなぐ 

支援会議の内容例をレジュメをもとに紹介します。 

 話し合った目標や支援（具体的な取組）等を個別の指導
計画に記載します。 

 個別の教育支援計画や個別の指導計画に基づいて話し合いができ

るように、資料として準備しておきます。 
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受けているδᇜဃࢻμ員について、˺成することが明記ƞれました。

個別の教育支援計画は、Џれ目ない支援を行っていくためのஇもٻЏなȄȸȫです。個別の教育

支援計画は本人・保護者のものであることにသ意し、園・学校െ᨞間の引継ぎについては、保護

者（学年によっては本人とも）とҗЎに話し合います。そして、保護者とともに引継ぎを行いま

す。 

 

 

  

  

会議の時間設定をして

おき、参加者に見通しが

もてるようにしておくと

よいです。 

関係機関の出席については、目的

を明らかにした上で、参加が必要か

どうか検討します。 本日の会のねらいを伝えましょう。 

前回決めた取組または個別の指導計画の中の短期目標をもとに、改善

が見られたこと、頑張っていること等を先に伝え、課題については対応策

と合わせて伝えましょう。 

家庭で取り組んだことの成果や課題等を話してもらいましょう。 

① 実態や支援の振り返りをもとに、保護者の意向も尊重しながら、目 

  標を一つか二つ提案しましょう。少し頑張れば達成できそうな目標に 

  します。 

② 目標達成のために、学校、家庭で取り組むことを決めます。できる  

  だけ具体的に、いつ、誰が、どのようなことをするのかを決めます。 

③ 次回の支援会議で、学校の取組、家庭の取組について評価を行うこ 

  とを確認します。 

＜移行支援会議では＞

 前籍園・校での様子や支援の内容等を伝え、進学先でどのような支援が可能であるのかを話し

合い、本人・保護者が安心して進学できるようにします。引継ぎを受けた進学先は、引き継いだ

内容が新年度の教職員に確実に伝わるよう、校内で共有します。 

             ポイント② 支援会議・移行支援会議で支援をつなぐ 

支援会議の内容例をレジュメをもとに紹介します。 

 話し合った目標や支援（具体的な取組）等を個別の指導
計画に記載します。 

 個別の教育支援計画や個別の指導計画に基づいて話し合いができ

るように、資料として準備しておきます。 
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 Ჶ生徒（中学ఄᲫ年）の様子Ჸ 
ŨᏯ性᰺ၡのため、៻ౝ子やயᆆѣで生෇ 

 している。 

Ũ上Ꮓや指έを思うようにѣかすことが難 

 しく、いǖいǖな作業で支援を要する。 

Ũ߼ӫ上ɦなどの視ໜのᆆѣやᆆѣࢸに໰ 

 ໜを合わせることの難しさがある。 

小学ఄからの引きዒƗと実態৭੮等をもとに、

体育ˌ外は当ᛆ学年の目標で教育ᛢ程をዻ成する

こととなった。理学ၲ法ٟや作業ၲ法ٟとᡲઃを

をǤȡージしながら、中学ఄᲭ年ۋり、将来の׋

間でどのような力をつけていけƹよいのか、̬ᜱ

者とともにᛅし合った。ɧ器用さや視ໜのᆆѣの

困難さ等に対して、指導方法や教材教具等の工夫

を行っていくこととなった。 

ᾂ ٶಮễܖỎỉئỆấẬỦ 

   ૙ᏋỉΪܱ 

             ポイント① 適切な目標設定と指導方法の工夫を行う 

自立活動における目標設定 

【特別支援学級】 

 特別支援学ኢにおいて、自立

෇ѣの学習は、何より大切な学

習です。ᢘ切な目標ᚨܭと指導

内容ᚨܭのためには、ˌɦのよ

うな手ዓきをɠݗに行っていき

ます。 

 まƣ、個ŷのδᇜ生徒の実態

৭੮からスタートし、指導すべ

きᛢ᫆やᛢ᫆Ⴛʝの関ᡲをૢ理

し、個ŷの実態にұした指導目

標をᚨܭします。 

 そして、Ჰғ分２Ჱ᪮目の中

から、指導目標をᢋ成させるた

めに必要な᪮目をᢠܭし、それ

らの᪮目をႻʝに関ᡲ˄けて具

体的な指導内容をᚨܭします。 

各教科の目標設定に至る手続きの例 

（中学校学習指導要領解説 総則編 P.108 より） 

各教科担当者は、個別の指導計画（年間指導計画と合わせた形）を作成し、生徒の実態に応じ

て指導方法や教材・教具等の工夫を行っています。個別の指導計画に書き込まれている「支援方

法」や「評価」の記載から、その工夫を読み取ることができます。ここでは、理科の個別の指導

計画を例として紹介します。また、他教科における支援機器の利用の様子も紹介します。 

生徒の実態に応じた指導方法や教材・教具等の工夫は、学習への意欲を引き

出すとともに、確かな学力につながります。また、上記実践例のように、でき

るだけ自分の力でできることを大切にする支援は、生徒の主体性を育み、将来

の自立や社会参加の力につながっていきます。

電子黒板にある式が、

手元のタブレットにも表

示されます。そして生徒

がタブレットに書き込む

と黒板に表示されます。

答えを教師と一緒に確認

し、何度でも楽にやり直

しができます。 

英単語の意味や文

の中での使い方をタ

ブレットを用いて調

べています。 

＜評価＞  

 大きな花を用いることによって教師が作業に介入す

ることなく、生徒自身の力で花のつくりを興味をもち

ながら観察し、分解して標本をつくることができた。

ピンセットも用いながら、少し苦戦はしていたが意欲

的に観察を行えていた。また、比較的大きな花を教材

として使用することでルーペを使いながら裸眼でも観

察できるため、各部位の名称や特徴を十分に観察で

き、名称や役割をしっかりと理解することができた。 

＜支援方法＞  

 細かい作業を行うのが難しいため、作業の工

夫を行う。花のつくりを理解するにあたって花

を分解する必要があるが、身のまわりに生息し

ている花は小さなものが多いため、比較的大き

な花のツツジやユリなどを用いて分解の作業が

行いやすいようにする。 

担任を中心として、教科担

当者が情報共有を行い、それ

ぞれの教科の学習過程におけ

る困難さに対して、手立てを

講じていくことが大切です。 

＜評価＞  

 事前に習得したルーペの使い方を思い出し

て、ルーペも用いながら植物の根と茎の観察を

行っていた。アスパラガスの茎は少し太い程度

であるため、切片作りには少し苦戦していた。

しかし、何度か挑戦すると綺麗な切片ができ、

観察できていた。そのため、太い茎の維管束を

目視で観察できたため、葉脈と維管束の関係性

を考えながら十分に理解することができた。 

＜支援方法＞ 

 外に一緒に出かけて植物を採集し、観察するこ

とが難しいため、２種類の植物を事前に用意す

る。また、植物の維管束の観察においては身近に

生息している植物は細い茎であり切片を作りにく

いため、ブロッコリーとアスパラガスといった太

く大きい茎の植物を用意し、切片を作りやすく、

観察しやすいようにする。 

単元名「植物のくらしとなかま」 

学習内容 花のつくりとはたらき 

単元名「植物のくらしとなかま」 

学習内容 水や栄養分を運ぶしくみ 
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 Ჶ生徒（中学ఄᲫ年）の様子Ჸ 
ŨᏯ性᰺ၡのため、៻ౝ子やயᆆѣで生෇ 

 している。 

Ũ上Ꮓや指έを思うようにѣかすことが難 

 しく、いǖいǖな作業で支援を要する。 

Ũ߼ӫ上ɦなどの視ໜのᆆѣやᆆѣࢸに໰ 

 ໜを合わせることの難しさがある。 

小学ఄからの引きዒƗと実態৭੮等をもとに、

体育ˌ外は当ᛆ学年の目標で教育ᛢ程をዻ成する

こととなった。理学ၲ法ٟや作業ၲ法ٟとᡲઃを

をǤȡージしながら、中学ఄᲭ年ۋり、将来の׋

間でどのような力をつけていけƹよいのか、̬ᜱ

者とともにᛅし合った。ɧ器用さや視ໜのᆆѣの

困難さ等に対して、指導方法や教材教具等の工夫

を行っていくこととなった。 

ᾂ ٶಮễܖỎỉئỆấẬỦ 

   ૙ᏋỉΪܱ 

             ポイント① 適切な目標設定と指導方法の工夫を行う 

自立活動における目標設定 

【特別支援学級】 

 特別支援学ኢにおいて、自立

෇ѣの学習は、何より大切な学

習です。ᢘ切な目標ᚨܭと指導

内容ᚨܭのためには、ˌɦのよ

うな手ዓきをɠݗに行っていき

ます。 

 まƣ、個ŷのδᇜ生徒の実態

৭੮からスタートし、指導すべ

きᛢ᫆やᛢ᫆Ⴛʝの関ᡲをૢ理

し、個ŷの実態にұした指導目

標をᚨܭします。 

 そして、Ჰғ分２Ჱ᪮目の中

から、指導目標をᢋ成させるた

めに必要な᪮目をᢠܭし、それ

らの᪮目をႻʝに関ᡲ˄けて具

体的な指導内容をᚨܭします。 

各教科の目標設定に至る手続きの例 

（中学校学習指導要領解説 総則編 P.108 より） 

各教科担当者は、個別の指導計画（年間指導計画と合わせた形）を作成し、生徒の実態に応じ

て指導方法や教材・教具等の工夫を行っています。個別の指導計画に書き込まれている「支援方

法」や「評価」の記載から、その工夫を読み取ることができます。ここでは、理科の個別の指導

計画を例として紹介します。また、他教科における支援機器の利用の様子も紹介します。 

生徒の実態に応じた指導方法や教材・教具等の工夫は、学習への意欲を引き

出すとともに、確かな学力につながります。また、上記実践例のように、でき

るだけ自分の力でできることを大切にする支援は、生徒の主体性を育み、将来

の自立や社会参加の力につながっていきます。

電子黒板にある式が、

手元のタブレットにも表

示されます。そして生徒

がタブレットに書き込む

と黒板に表示されます。

答えを教師と一緒に確認

し、何度でも楽にやり直

しができます。 

英単語の意味や文

の中での使い方をタ

ブレットを用いて調

べています。 

＜評価＞  

 大きな花を用いることによって教師が作業に介入す

ることなく、生徒自身の力で花のつくりを興味をもち

ながら観察し、分解して標本をつくることができた。

ピンセットも用いながら、少し苦戦はしていたが意欲

的に観察を行えていた。また、比較的大きな花を教材

として使用することでルーペを使いながら裸眼でも観

察できるため、各部位の名称や特徴を十分に観察で

き、名称や役割をしっかりと理解することができた。 

＜支援方法＞  

 細かい作業を行うのが難しいため、作業の工

夫を行う。花のつくりを理解するにあたって花

を分解する必要があるが、身のまわりに生息し

ている花は小さなものが多いため、比較的大き

な花のツツジやユリなどを用いて分解の作業が

行いやすいようにする。 

担任を中心として、教科担

当者が情報共有を行い、それ

ぞれの教科の学習過程におけ

る困難さに対して、手立てを

講じていくことが大切です。 

＜評価＞  

 事前に習得したルーペの使い方を思い出し

て、ルーペも用いながら植物の根と茎の観察を

行っていた。アスパラガスの茎は少し太い程度

であるため、切片作りには少し苦戦していた。

しかし、何度か挑戦すると綺麗な切片ができ、

観察できていた。そのため、太い茎の維管束を

目視で観察できたため、葉脈と維管束の関係性

を考えながら十分に理解することができた。 

＜支援方法＞ 

 外に一緒に出かけて植物を採集し、観察するこ

とが難しいため、２種類の植物を事前に用意す

る。また、植物の維管束の観察においては身近に

生息している植物は細い茎であり切片を作りにく

いため、ブロッコリーとアスパラガスといった太

く大きい茎の植物を用意し、切片を作りやすく、

観察しやすいようにする。 

単元名「植物のくらしとなかま」 

学習内容 花のつくりとはたらき 

単元名「植物のくらしとなかま」 

学習内容 水や栄養分を運ぶしくみ 
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᪦ಏỉܖ፼ỆӋьẴỦỆẝẺẾềᘍẾẺਃ˓᧓ỉᡲઃỆếẟềኰʼẲộẴẇ 

この学ఄでは、まƣは、個別の指導目標や評価ᙹแ等を担任間で確認し、ʖेされるつまƣ

きに対する手立てについてᛅし合いました。そして、リコーȀーの指Ʈかいが難しい実態があ

るため、手立てを行っていくことになりました。 

             ポイントℳ ਃ˓ӷٟのᡲઃ↚↷↺੉ಅ↔ⅾ↹ 【特別支援学級】 

楽ᜧをᙸて指をѣかすのは難しいので、どのᆭをƾさ

ƛƹよいのかがわかるように、リコーȀーのዋで表して

みました。この楽ᜧを෇用してみてもらえませǜかᲹ 

 教ܴでᲽᲾをかけて、ȡロ

ȇǣーやリǺȠ、᪦のᧈさ等

を᎚でᙾえられるようにして

いきますƶ。 

 ᆭにパットをᝳってみました。立体的になって、ᆭの位

ፗやᆭをƾさƙज़ᚑがつかみやすいようです。 

 指Ʈかいはだǜだǜとよくなってきたのですが、リコー

Ȁーのᆭをƾさƙज़ᚑが指έでつかみƮらいようで、ᆭの

位ፗからƣれてしまいます。 

 ෇用してみます。ᡫࠝ学ኢのδᇜの中にもӷじように困っ

ている子があるので、自分で必要だと思う子には、コピーを

บせるようにแͳしておこうと思います。 

 わかりました。ᆭがƾさƗ切れなくて、᪦がまだദしく出な

いかもしれませǜが、とりあえƣʻのെ᨞では、ദしい指Ʈか

いができていたら、しっかりǄめるようにしますƶ。 

 

ʙ̊ᾉදॖỉᨼɶầᩊẲẪẆਤẼཋỉሥྸሁỉਦݰầ࣏ᙲễఄܖݱᾁ࠰δᇜ 

ႇఄࢸのᒵ物のૢ理のˁ方につ

いて学習し、൑ஔ、自分で確認を

しながら片˄けられる手᪯Ȝーȉ

を作成。 

ႇఄࢸのᒵ物のૢ理を指導しているが、なか

なか一ʴではできない。தのԗりには、ਤち物

がたくさǜᓳちている。 

連
携 

൑ଐɦఄࢸに、担任が、手᪯Ȝーȉをδᇜの

தの上にፗいておく。ஔ、ႇఄすると、手᪯

Ȝーȉをᙸながらᒵ物の片˄けを自分で行う。

ኳわったら担任に報ԓし、手᪯Ȝーȉを担任に

บす。そのᨥ、担任がしっかりǄめる。 

ʙ̊ᾉज़ऴỉἅὅἚἿὊἽầᩊẲẪẆẼỢẾểẲẺẮểỂ୧ᚕửỊẟềẲộạఄܖݱᾂ࠰δᇜ 

自分のൢਤちの理解、ൢਤちの切り

੭え方などを学習。自分に合うൢਤち

の切り੭え方を考え、実ᨥにጀ習す

る。そして、いつでも必要な଺に思い

出すことができるように、切り੭えの

方法を記したǫーȉをᇿረに入れる。 

ൢਤちの切り੭えが必要な᩿ئで、担任

が٣をかけ、ǫーȉをᙸながらൢਤちを切

り੭えられるよう支援する。切り੭えが上

手にできたときには、しっかりǄめる。し

ƹらくの間、ዒዓ的に、ᡵの様子をᡫኢ担

当やܼࡊにˡえる。 

担任からの情報とༀらし合わせなが

ら本ʴのਰりᡉりを行い、できたこと

をしっかりǄめる。

連
携 

             ポイントℴ ᡲઃ↚↷→↕ોծを׋↺ 【ᡫ級指導教ܴ】 
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᪦ಏỉܖ፼ỆӋьẴỦỆẝẺẾềᘍẾẺਃ˓᧓ỉᡲઃỆếẟềኰʼẲộẴẇ 

この学ఄでは、まƣは、個別の指導目標や評価ᙹแ等を担任間で確認し、ʖेされるつまƣ

きに対する手立てについてᛅし合いました。そして、リコーȀーの指Ʈかいが難しい実態があ

るため、手立てを行っていくことになりました。 

             ポイントℳ ਃ˓ӷٟのᡲઃ↚↷↺੉ಅ↔ⅾ↹ 【特別支援学級】 

楽ᜧをᙸて指をѣかすのは難しいので、どのᆭをƾさ

ƛƹよいのかがわかるように、リコーȀーのዋで表して

みました。この楽ᜧを෇用してみてもらえませǜかᲹ 

 教ܴでᲽᲾをかけて、ȡロ

ȇǣーやリǺȠ、᪦のᧈさ等

を᎚でᙾえられるようにして

いきますƶ。 

 ᆭにパットをᝳってみました。立体的になって、ᆭの位

ፗやᆭをƾさƙज़ᚑがつかみやすいようです。 

 指Ʈかいはだǜだǜとよくなってきたのですが、リコー

Ȁーのᆭをƾさƙज़ᚑが指έでつかみƮらいようで、ᆭの

位ፗからƣれてしまいます。 

 ෇用してみます。ᡫࠝ学ኢのδᇜの中にもӷじように困っ

ている子があるので、自分で必要だと思う子には、コピーを

บせるようにแͳしておこうと思います。 

 わかりました。ᆭがƾさƗ切れなくて、᪦がまだദしく出な

いかもしれませǜが、とりあえƣʻのെ᨞では、ദしい指Ʈか

いができていたら、しっかりǄめるようにしますƶ。 

 

ʙ̊ᾉදॖỉᨼɶầᩊẲẪẆਤẼཋỉሥྸሁỉਦݰầ࣏ᙲễఄܖݱᾁ࠰δᇜ 

ႇఄࢸのᒵ物のૢ理のˁ方につ

いて学習し、൑ஔ、自分で確認を

しながら片˄けられる手᪯Ȝーȉ

を作成。 

ႇఄࢸのᒵ物のૢ理を指導しているが、なか

なか一ʴではできない。தのԗりには、ਤち物

がたくさǜᓳちている。 

連
携 

൑ଐɦఄࢸに、担任が、手᪯Ȝーȉをδᇜの

தの上にፗいておく。ஔ、ႇఄすると、手᪯

Ȝーȉをᙸながらᒵ物の片˄けを自分で行う。

ኳわったら担任に報ԓし、手᪯Ȝーȉを担任に

บす。そのᨥ、担任がしっかりǄめる。 

ʙ̊ᾉज़ऴỉἅὅἚἿὊἽầᩊẲẪẆẼỢẾểẲẺẮểỂ୧ᚕửỊẟềẲộạఄܖݱᾂ࠰δᇜ 

自分のൢਤちの理解、ൢਤちの切り

੭え方などを学習。自分に合うൢਤち

の切り੭え方を考え、実ᨥにጀ習す

る。そして、いつでも必要な଺に思い

出すことができるように、切り੭えの

方法を記したǫーȉをᇿረに入れる。 

ൢਤちの切り੭えが必要な᩿ئで、担任

が٣をかけ、ǫーȉをᙸながらൢਤちを切

り੭えられるよう支援する。切り੭えが上

手にできたときには、しっかりǄめる。し

ƹらくの間、ዒዓ的に、ᡵの様子をᡫኢ担

当やܼࡊにˡえる。 

担任からの情報とༀらし合わせなが

ら本ʴのਰりᡉりを行い、できたこと

をしっかりǄめる。

連
携 

             ポイントℴ ᡲઃ↚↷→↕ોծを׋↺ 【ᡫ級指導教ܴ】 
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ʙ̊ᾉᛠỚ୿Ẩỉ׉ᩊẰầẝụẆ๮܌ỉ୿ẨầܭბẲễẟఄܖݱᾁ࠰δᇜ 

視ᙾ的な形態の記চがࢊい本δに

とって記চにസりやすい方法であるᚕ

語҄を取り入れ、一つ一つの๮܌の成

り立ちや画の特徴を自分自身でᚕ語҄

させる。 

ഏᡵ、「๮܌当てǯǤǺ」として学

ኢのӐᢋに紹介することを目的に、ܼ

 。でጀ習することをኖ束するࡊ

、でጀ習してきたことをしっかりǄめࡊܼ

ᚕ語҄した๮܌の成り立ちや画の特徴を、

学習の中で「๮܌当てǯǤǺ」としてӐᢋ

に出᫆させる。Ӑᢋに「わかりやすいᲛ」

とǄめられることで、よりᢋ成ज़をもてる

ようにする。 

๮܌がᙾえられたかを確認し、しっ

かりǄめる。 

連
携 

ഏᡵ、学習ʖܭのૼ出๮܌について、ᡫ

ኢ指導担当者にˡえる。 

๮܌の書きがܭბしƮらいδᇜが何名かあり、ᜂ

౨௹等による実態৭੮から、ᡫࠝのጀ習だけではો

ծが難しいと考えられた。ఄ内でᛅし合い、それぞ

れの個に応じた支援を行っていくことを確認。 

特別支援教育主任が、ӷじထ内のᡫኢ指導教ܴ

に出Ӽき、ᡫኢ指導教ܴでの指導方法や教材等に

ついてݮƶた。そして、教材の᝱し出し等を行っ

てもらうことになった。 

特別支援教育主任が、担任に指導方法等をˡえ

るとともに、個に応じたܼࡊ学習を੩క。本ʴ・

̬ᜱ者とᛅし合い、ᡫኢ指導教ܴの教材等に取り

ኵǜでいくことになった。 

Ჭ年生δᇜが取りኵ

ǜでいるܼࡊ学習。読

みと書きのጀ習がᡲѣ

しているȗリント。

ȕǡǤルのᘻに൑ׅᝳ

られる「がǜƹったƶ

Ƿール」のјௐもあ

り、意欲的に取りኵǜ

でいる。

連
携 

ᐯఄ↖࠼ↁ↺ᡫኢ指導૙ܴのӕኵ  

๮܌の意味を理解しながら܌形をᙾえられる

ように、๮܌Ǥラストǫーȉを２年生δᇜのܼ

。に᝱し出しているࡊ

 

 Ჶアセスȡントの実଀Ჸ  

個別指導を᧏ڼ 

 ଺間ᲴႇఄࢸᲯ分間の指導を21ଐ間行う 

 指導者Ჴఄᧈ、ኢ外、特別支援教育主任、特別支援教育支援Ճ 

 内容Ჴ᳎式᪦読支援ƻらがな直᪦（᳊Ჽやタブレットで指導） 

 è̬ᜱ者にはܼࡊでƻらがな読みǫーȉに取りኵǜでもらう。 

 ă読みの困難さが大きいδᇜについては、ƻらがなǫルタを用 

  いて指導。また、21ׅኳʕࢸも個別指導をዒዓ。 

個別指導を᧏ڼ 

 ଺間ᲴႇఄࢸᲯ分間の指導を21ଐ間行う 

 指導者Ჴ教᪽、ኢ外、特別支援教育主任、特別支援教育支援Ճ 

 内容Ჴ᳎式᪦読支援ƻらがな単᪦（᳊Ჽやタブレットで指導） 

ă読みの困難さが大きいδᇜについては、਑᪦ǫーȉや਑᪦ǵ 

  Ǥコロ等を用いて指導。 

ƙǜƙǜȁーȠ（小集ׇでの指導） 

  ଺間Ჴஉ୴ଐのまなƼタǤȠ（ᲲᲴ15᳸ᲲᲴ25） 

     ங୴ଐの્ᛢࢸ（14Ჴ45᳸15Ჴ00）計10ׅ 

  指導者Ჴ特別支援教育主任 

  内容Ჴ特ഷ᪦ራをԃむᚕ葉の読み 

しっかりȁーȠ（小集ׇでの指導） 

  ଺間Ჴஉ୴ଐのまなƼタǤȠ（ᲲᲴ15᳸ᲲᲴ25） 

     ங୴ଐの્ᛢࢸ（14Ჴ45᳸15Ჴ00）計10ׅ 

  指導者Ჴᡫኢ指導教ܴ担当 

  内容Ჴ特ഷ᪦ራをԃむᚕ葉の書き 

Ძ年生での個別指導

と小集ׇ指導のኽௐ等

から、指導を行うδᇜ

をൿܭする。 

語࢛指導 

଺間Ჴங୴ଐの્ᛢ45ࢸ分間 

  指導者Ჴ特別支援教育主任 

  内容Ჴ語࢛指導（教科書の中のᚕ葉の意味の 

       確認、文作り、読みのጀ習など） 

     ๮܌の読み書きの指導 

ᾀ ࠰ ဃ ỉ ӕ ኵ 

ᾁ ࠰ ဃ ỉ ӕ ኵ 

 特ഷ᪦ራをԃむᚕ葉の読み書きは、ᡫኢ指導教ܴ担当も入り、学ኢμ

体にɠݗな指導を行う。（ѣ作҄や視ᙾ҄、਑᪦ǵǤコロ等） 

ρ
உ 

җ
உ 

ɟ
உ 

             ポイントℵ μ૙ᎰՃ↖ӕ↹ኵ↯ؕᄽႎなщの定ბ 【ᡫࠝ学級】 

個別指導を᧏ڼ 

 ଺間ᲴႇఄࢸᲯ分間の指導をᲫᲯଐ間行う 

 指導者Ჴ特別支援教育主任 

 内容Ჴ᳎式᪦読支援ことƹ（᳊Ჽやタブレットで指導） 

ƙǜƙǜȁーȠ（小集ׇでの指導）を実଀ 

しっかりȁーȠ（小集ׇでの指導）を実଀ 

ᇹᲫׅ᳎式᪦読確認 èᲫ 

᳇᳃᳇Ყ᳊᳇ è２ 

ฌ᪦ᲮᲰ文܌の書き 

 Ჶアセスȡントの実଀Ჸ  

ᇹ２ׅ᳎式᪦読確認èᲫ 

᳇᳃᳇Ყ᳊᳇ è２ 

特ഷ᪦ራをԃむᚕ葉の

書き（ᲭᲪբ） 

 Ჶアセスȡントの実଀Ჸ  
      

  ᇹᲭׅ᳎式᪦読確認èᲫ 

᳇᳃᳇Ყ᳊᳇ è２ 

特ഷ᪦ራをԃむᚕ葉の

書き（ᲭᲪբ） 
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させる。 

ഏᡵ、「๮܌当てǯǤǺ」として学
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๮܌がᙾえられたかを確認し、しっ
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れの個に応じた支援を行っていくことを確認。 

特別支援教育主任が、ӷじထ内のᡫኢ指導教ܴ

に出Ӽき、ᡫኢ指導教ܴでの指導方法や教材等に

ついてݮƶた。そして、教材の᝱し出し等を行っ

てもらうことになった。 

特別支援教育主任が、担任に指導方法等をˡえ

るとともに、個に応じたܼࡊ学習を੩క。本ʴ・

̬ᜱ者とᛅし合い、ᡫኢ指導教ܴの教材等に取り

ኵǜでいくことになった。 

Ჭ年生δᇜが取りኵ

ǜでいるܼࡊ学習。読

みと書きのጀ習がᡲѣ

しているȗリント。

ȕǡǤルのᘻに൑ׅᝳ

られる「がǜƹったƶ
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り、意欲的に取りኵǜ

でいる。

連
携 

ᐯఄ↖࠼ↁ↺ᡫኢ指導૙ܴのӕኵ  
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 ă読みの困難さが大きいδᇜについては、ƻらがなǫルタを用 

  いて指導。また、21ׅኳʕࢸも個別指導をዒዓ。 

個別指導を᧏ڼ 

 ଺間ᲴႇఄࢸᲯ分間の指導を21ଐ間行う 

 指導者Ჴ教᪽、ኢ外、特別支援教育主任、特別支援教育支援Ճ 

 内容Ჴ᳎式᪦読支援ƻらがな単᪦（᳊Ჽやタブレットで指導） 

ă読みの困難さが大きいδᇜについては、਑᪦ǫーȉや਑᪦ǵ 

  Ǥコロ等を用いて指導。 

ƙǜƙǜȁーȠ（小集ׇでの指導） 

  ଺間Ჴஉ୴ଐのまなƼタǤȠ（ᲲᲴ15᳸ᲲᲴ25） 

     ங୴ଐの્ᛢࢸ（14Ჴ45᳸15Ჴ00）計10ׅ 

  指導者Ჴ特別支援教育主任 

  内容Ჴ特ഷ᪦ራをԃむᚕ葉の読み 

しっかりȁーȠ（小集ׇでの指導） 
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  内容Ჴ特ഷ᪦ራをԃむᚕ葉の書き 

Ძ年生での個別指導

と小集ׇ指導のኽௐ等

から、指導を行うδᇜ

をൿܭする。 

語࢛指導 

଺間Ჴங୴ଐの્ᛢ45ࢸ分間 

  指導者Ჴ特別支援教育主任 

  内容Ჴ語࢛指導（教科書の中のᚕ葉の意味の 

       確認、文作り、読みのጀ習など） 

     ๮܌の読み書きの指導 
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多くの٣部がɳЗしている楽ᜧなど、情報量がٶ

く、δᇜがỄこにදႸしたらよいのかฆʏしやすい場合

は、拡大ಏᜧなỄを用いて٣ᢿをᑥЎけしたり、ἼἌἲ

やଆࢷをᢿЎ的に取り出してỽーἛにし

たりするなど、視ᙾ的に情報をૢ理す

るなどのᣐॾをする。 

ѨẼ᝟けにᢅࡇにこだỪったり、᝟けたᨥにज़情を৮

ảられなかったりする場合には、෇ѣのᙸᡫしがもてな

かったり、考えたことや思ったことをすƙに行ѣにᆆ

してしまったりすることがあること

から、෇動の見ᡫしをᇌててから෇動

さẶたり、Ѩったときや᝟けたときのᘙ

ྵのˁ方をʙЭに確ᛐしたりするなど

のᣐॾをする。 

文章を目でᡙいながら᪦ᛠするこ

とが困難な場合には 自分がどこを

読むのかが分かるように૙ᅹ書の文を

ਦ等で਀さảながら読ớよう̟すこと、

ᘍ᧓をᆰけるために拡大ἅἦーをしたờ

のを用ॖすること、ᛖのộとộりやғЏり

がЎかるようにЎかẼ書きされたờのを

用ॖすること、読ớᢿЎだけが見ảるᐯ

я具ίἋἼἕἚ等ὸを෇

用することなどのᣐ

ॾをする。

ՠ」「等しい」など、δᇜがଐࠝ使用することが少

なく、ਁᝋࡇの᭗いᚕᓶの理解が困難な場合には、δ

ᇜが具体的にǤȡージをもつことができるよう、δᇜ

のᐻԛὉ関心や生෇ኺ験に関ᡲのขい᫆஬を取りɥậ

て、ଏ፼のᚕᓶやЎかるᚕᓶにፗき੭ảるなどのᣐॾを

する。 

ᐯ分のኺ᬴を文章にしたり、ᎋⅷ

をまとめたりすることが困難な場合

は、δᇜがどのように考えれƹよい

のか、具体的なǤȡージをेឪしや

すいように、ᎋⅷる᪮目や順ࡀを示

した⇽∐∙トをแͳしたり、事Эに

ᐯ分のᎋⅷたことをᚕ

ᓶや動作でᘙྵしたり

してから文章を୿くよ

うにするなどのᣐॾを

する。 

᪦٣をᎥき取ることが難しい場合、外׎語とଐ本語の᪦٣やリǺȠのᢌいにൢ˄くことができ

るよう、∐⇠∆やイ∙ト⇳ー⇝∍∙を、૙Ճが手ਊ܇を৙つ、᪦のࢊࢍを手をɥɦに動かしてᘙ

すなどのᣐॾをする。また、本଺の්れが分かるように、ஜ時の活動の්れを᱅ெにᚡ᠍してⅹ

くなどのᣐॾをする。

 

 

 解説 各教科ሁ編より（࠰঺ᲬᲳ࠯)学校ӏƼ中学校学習指導要領ݱ           

 Ŵ手立Ưの例᳸׋のॖپ߻Ƣる指導のݣᩊƞに׉᳸            
【ᡫࠝ学級】 

比較的ᧈい文ᇘを書くなど、一定量の

文字を書くことが困難な場合には、文܌を

書く᝟担を᠉ถするため、手書きだけで

はなく Ｉ ＣＴ機器を使って文章を書くことが

できるようにするなどのᣐॾをする。

地図等の資料から必要な情報を見付け出したり、読

み取ったりすることが困難な場合には、読み取りやす

くするために、地図等の情報を拡大したり、見る範囲

を限定したりして、掲載されている情報を精選し、視点

を明確にするなどのᣐॾをする。

他者との社会的関係の形成に困

難がある生徒の場合であれƹ、Ⴛ

手のൢਤちをे΂することが苦

手で܌፯どおりの解᣷をしてし

まうことがあることや、ଢ଼᱈の

ルールや一ᑍ的なࠝᜤが理解で

きないことがあることなど困難

さのཞඞを十分に理解した上

で、例えƹ、他者の心情を理解す

るために役割を交代して動作化、

劇化したり、ルールを明文化したり

するなど、学習過程においてेܭ

される困難さとそれに対する指

導上の工夫が必要である。

実験の手順や方法を理解す

ることが困難である場合は、ᙸ

ᡫしがもてるよう実験の操作

手順を具体的に明示したり、扱

いやすい実験器具を

用いたりするなどの

ᣐॾをする。

 

形や色彩などの変化を見分けたり、微妙な変化を感じ取っ

たりすることが難しい場合などにおいて、生徒の実態やこれ

までのኺ᬴に応じて、造形の要素の特徴や働きが分かりやす

いものを例示することや、一ʴ一ʴが自分

に合ったものがᢠべるように、多様な材料

や用具を用意したり種類や数を絞ったり、

造形の要素の特徴や働きが分かりやすいも

のを例示したりするなどのᣐॾをする。

২ᘐ分᣼では「᲻材૰と加工の২ᘐ」の
2)において、

周囲の状況に気が散りやすく、加工用の工具や機器を安全

に使用することが難しい場合には、ᨦܹのཞ態に応じて、

手元に集中して安全に作業に取り組めるように、個別の対

応ができるような作業スペースや作業時間を確保したり、

作業を補助するジグを用いたりすることが考えられる。 

3
分᣼では、「᲼ᘘ᫢˰の生෇」のࡊܼ )ӏƼ
5)におい

て、調理や製作等の実習を行う際、学習活動の見通しを

もったり、安全に用具等を使用したりすることが難しい場

合には、個に応じて段階的に手順を写真

やイラストで提示することや、ܤμへの

ᣐॾをࡁ࣋するために、実習中の約束事

を決め、随時生徒が視覚的に確認できる

ようにすることなどが考えられる。

様々な事象を調べたり、得られた情報をまとめたりすることに困難がある場合は、必要な事ᝋ

や情報をᢠ৸してૢ理できるように、着目する点や調べる内容、まとめる手順や調べ方について

具体的に提示するなどのᣐॾをする。 

 学習の振り返りが難しい場合は、学習してきた᩿ئをेឪしやすいように、学習してきた内容

を文章やイラスト、写真等で視覚的に示すなどして、思い出すための手ੑかりが得られるように

ᣐॾする。
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多くの٣部がɳЗしている楽ᜧなど、情報量がٶ

く、δᇜがỄこにදႸしたらよいのかฆʏしやすい場合

は、拡大ಏᜧなỄを用いて٣ᢿをᑥЎけしたり、ἼἌἲ

やଆࢷをᢿЎ的に取り出してỽーἛにし

たりするなど、視ᙾ的に情報をૢ理す

るなどのᣐॾをする。 

ѨẼ᝟けにᢅࡇにこだỪったり、᝟けたᨥにज़情を৮

ảられなかったりする場合には、෇ѣのᙸᡫしがもてな

かったり、考えたことや思ったことをすƙに行ѣにᆆ

してしまったりすることがあること

から、෇動の見ᡫしをᇌててから෇動

さẶたり、Ѩったときや᝟けたときのᘙ

ྵのˁ方をʙЭに確ᛐしたりするなど

のᣐॾをする。 

文章を目でᡙいながら᪦ᛠするこ

とが困難な場合には 自分がどこを

読むのかが分かるように૙ᅹ書の文を

ਦ等で਀さảながら読ớよう̟すこと、

ᘍ᧓をᆰけるために拡大ἅἦーをしたờ

のを用ॖすること、ᛖのộとộりやғЏり

がЎかるようにЎかẼ書きされたờのを

用ॖすること、読ớᢿЎだけが見ảるᐯ

я具ίἋἼἕἚ等ὸを෇

用することなどのᣐ

ॾをする。

ՠ」「等しい」など、δᇜがଐࠝ使用することが少

なく、ਁᝋࡇの᭗いᚕᓶの理解が困難な場合には、δ

ᇜが具体的にǤȡージをもつことができるよう、δᇜ

のᐻԛὉ関心や生෇ኺ験に関ᡲのขい᫆஬を取りɥậ

て、ଏ፼のᚕᓶやЎかるᚕᓶにፗき੭ảるなどのᣐॾを

する。 

ᐯ分のኺ᬴を文章にしたり、ᎋⅷ

をまとめたりすることが困難な場合

は、δᇜがどのように考えれƹよい

のか、具体的なǤȡージをेឪしや

すいように、ᎋⅷる᪮目や順ࡀを示

した⇽∐∙トをแͳしたり、事Эに

ᐯ分のᎋⅷたことをᚕ

ᓶや動作でᘙྵしたり

してから文章を୿くよ

うにするなどのᣐॾを

する。 

᪦٣をᎥき取ることが難しい場合、外׎語とଐ本語の᪦٣やリǺȠのᢌいにൢ˄くことができ

るよう、∐⇠∆やイ∙ト⇳ー⇝∍∙を、૙Ճが手ਊ܇を৙つ、᪦のࢊࢍを手をɥɦに動かしてᘙ

すなどのᣐॾをする。また、本଺の්れが分かるように、ஜ時の活動の්れを᱅ெにᚡ᠍してⅹ

くなどのᣐॾをする。

 

 

 解説 各教科ሁ編より（࠰঺ᲬᲳ࠯)学校ӏƼ中学校学習指導要領ݱ           

 Ŵ手立Ưの例᳸׋のॖپ߻Ƣる指導のݣᩊƞに׉᳸            
【ᡫࠝ学級】 

比較的ᧈい文ᇘを書くなど、一定量の

文字を書くことが困難な場合には、文܌を

書く᝟担を᠉ถするため、手書きだけで

はなく Ｉ ＣＴ機器を使って文章を書くことが

できるようにするなどのᣐॾをする。

地図等の資料から必要な情報を見付け出したり、読

み取ったりすることが困難な場合には、読み取りやす

くするために、地図等の情報を拡大したり、見る範囲

を限定したりして、掲載されている情報を精選し、視点

を明確にするなどのᣐॾをする。

他者との社会的関係の形成に困

難がある生徒の場合であれƹ、Ⴛ

手のൢਤちをे΂することが苦

手で܌፯どおりの解᣷をしてし

まうことがあることや、ଢ଼᱈の

ルールや一ᑍ的なࠝᜤが理解で

きないことがあることなど困難

さのཞඞを十分に理解した上

で、例えƹ、他者の心情を理解す

るために役割を交代して動作化、

劇化したり、ルールを明文化したり

するなど、学習過程においてेܭ

される困難さとそれに対する指

導上の工夫が必要である。

実験の手順や方法を理解す

ることが困難である場合は、ᙸ

ᡫしがもてるよう実験の操作

手順を具体的に明示したり、扱

いやすい実験器具を

用いたりするなどの

ᣐॾをする。

 

形や色彩などの変化を見分けたり、微妙な変化を感じ取っ

たりすることが難しい場合などにおいて、生徒の実態やこれ

までのኺ᬴に応じて、造形の要素の特徴や働きが分かりやす

いものを例示することや、一ʴ一ʴが自分

に合ったものがᢠべるように、多様な材料

や用具を用意したり種類や数を絞ったり、

造形の要素の特徴や働きが分かりやすいも

のを例示したりするなどのᣐॾをする。

২ᘐ分᣼では「᲻材૰と加工の২ᘐ」の
2)において、

周囲の状況に気が散りやすく、加工用の工具や機器を安全

に使用することが難しい場合には、ᨦܹのཞ態に応じて、

手元に集中して安全に作業に取り組めるように、個別の対

応ができるような作業スペースや作業時間を確保したり、

作業を補助するジグを用いたりすることが考えられる。 

3
分᣼では、「᲼ᘘ᫢˰の生෇」のࡊܼ )ӏƼ
5)におい

て、調理や製作等の実習を行う際、学習活動の見通しを

もったり、安全に用具等を使用したりすることが難しい場

合には、個に応じて段階的に手順を写真

やイラストで提示することや、ܤμへの

ᣐॾをࡁ࣋するために、実習中の約束事

を決め、随時生徒が視覚的に確認できる

ようにすることなどが考えられる。

様々な事象を調べたり、得られた情報をまとめたりすることに困難がある場合は、必要な事ᝋ

や情報をᢠ৸してૢ理できるように、着目する点や調べる内容、まとめる手順や調べ方について

具体的に提示するなどのᣐॾをする。 

 学習の振り返りが難しい場合は、学習してきた᩿ئをेឪしやすいように、学習してきた内容

を文章やイラスト、写真等で視覚的に示すなどして、思い出すための手ੑかりが得られるように

ᣐॾする。
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Ხ ǑǓǑƍ̬ᜱᎍૅੲ 

実践例 

ᲶϋܾᲸ 
 ○こんなことで׉っていませんか。Ტʙ̊のኰʼᲣ 

 ○ɟ人ɟ人のȋȸǺに合った支援について 

  ★特ࣱにࣖじた指導のپ߻     ★ɟ人ɟ人をᛐǊ合い、支え合えるː間Ʈくり 

   ・̾別指導のע࣎އ・         پ߻のよい学級Ʈくり 

 ஊဇ感を育てる学習ࠁ人ૠ指導、᳎᳎の指導     ・自ݲ・   

   ・通級指導教室での指導      ・特別෇ѣ、人ೌ教育のਖ਼ᡶ   

   ・᳎ࡸひらがな᪦ᛠ支援 

   ・特別支援学級での学習 

 ᧉೞ関とのᡲઃについてݦ○ 

   ᳆ᲾሁݦᧉՃの߹ׅႻᛩ、特別支援学校の教育Ⴛᛩ、Ҕၲೞ関 

 ○教育Ⴛᛩについて  

   ᳍Ჽ、᳍᳍᳑、ᢘࣖ指導教室について 

Ჶݼ学時ͤᚮᲸ 

 ○支援˳Сሁについて 
  自校で˺成したᣐࠋ᝻૰を 

  もとに、特別支援教育ɼ˓ 

  がᛟଢ 

 ఄܖݱ

λࡸܖ 

Ჶ入学ࡸ後の保護者ᛟଢ会Ჸ 

 ○特別支援教育について 

 ○支援˳Сሁについて 

 ○Ⴛᛩᆸӝについて 
  特別支援教育ɼ˓がᛟଢ 

 ᲮஉのӋᚇଐのμ˳˟のɶưŴཎКૅੲ૙Ꮛɼ˓ƕμ࠰ܖの̬ᜱᎍƴӼƚƯŴžཎКૅੲ
૙ᏋſƴƭƍƯのᛟଢǛᘍƬƯƍǇƢŵ 

             ポイントℲ μ保護者↧のᆢಊႎ↙գႆをᘍⅵ  

 ఄܖݱ

λܖЭ 

Ხஉの

Ӌᚇଐ 

 

 

特別支援学級の保護者ならではの不安や悩みを、保護者同士の語らいの中で解消したり、子

育てのヒントをもらったりできる会にしたい、という思いで、特別支援学級合同の保護者会を

行っています。卒業生の保護者の方にも参加を呼びかけ、今では高校生になっている卒業生の

保護者の参加もあります。 

★保護者会の中で、このような語らいがありました。 

 

 

 

通級指導教室は、いろいろな学校の

児童生徒が入級しています。学校に

よっては、１校に１名しか入級してい

ない場合もあり、同じ立場の保護者同

士でつながることが難しい状況にあり

ます。そこで、自校の保護者にも他校

の保護者にも呼びかけ、保護者会を

行っている学校があります。 

案内のチラシ 

 ～このような話合いが 

        ありました～ 

○宿題のさせ方 

○兄弟姉妹へ理解を促す伝え方 

○自分に自信が持てるような励 

 まし方 

○子どもの成長と親としての関 

 わり方 

             ポイント② 保護者の孤立を防ぐ  

私も子どもが１年生の時はそうでした。

でも、特別支援学級でできることが増え、

力がついてきたのを見て、我が子なりの成

長を感じるようになり、今では、他の子ど

もさんと比べるんじゃなくて、我が子の成

長をしっかり見ていこうと思えるようにな

りましたよ。 

うちの子も４年生くらいから、自分と他の

子どもさんとの違いに気付くようになって、

そういう時期が続いていました。でも、絵を

描くのが好きで、今は、好きなことでつなが

る友達ができて自信がついたみたいです。だ

から、自分の好きなことや自信になることを

大切にしてあげるといいと思います。 

交流学級での学習参観

の後には、やっぱりうち

の子は、みんなと同じよ

うにできないんだなあ、

と感じて、１週間くらい

ひどく落ち込むんです。 

この頃、何とな

く、交流学級に入

りにくいと本人が

感じているみたい

なんです。親とし

ては、それがせつ

なくて・・・
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Ხ ǑǓǑƍ̬ᜱᎍૅੲ 

実践例 

ᲶϋܾᲸ 
 ○こんなことで׉っていませんか。Ტʙ̊のኰʼᲣ 

 ○ɟ人ɟ人のȋȸǺに合った支援について 

  ★特ࣱにࣖじた指導のپ߻     ★ɟ人ɟ人をᛐǊ合い、支え合えるː間Ʈくり 

   ・̾別指導のע࣎އ・         پ߻のよい学級Ʈくり 

 ஊဇ感を育てる学習ࠁ人ૠ指導、᳎᳎の指導     ・自ݲ・   

   ・通級指導教室での指導      ・特別෇ѣ、人ೌ教育のਖ਼ᡶ   

   ・᳎ࡸひらがな᪦ᛠ支援 

   ・特別支援学級での学習 

 ᧉೞ関とのᡲઃについてݦ○ 

   ᳆ᲾሁݦᧉՃの߹ׅႻᛩ、特別支援学校の教育Ⴛᛩ、Ҕၲೞ関 

 ○教育Ⴛᛩについて  

   ᳍Ჽ、᳍᳍᳑、ᢘࣖ指導教室について 

Ჶݼ学時ͤᚮᲸ 

 ○支援˳Сሁについて 
  自校で˺成したᣐࠋ᝻૰を 

  もとに、特別支援教育ɼ˓ 

  がᛟଢ 

 ఄܖݱ

λࡸܖ 

Ჶ入学ࡸ後の保護者ᛟଢ会Ჸ 

 ○特別支援教育について 

 ○支援˳Сሁについて 

 ○Ⴛᛩᆸӝについて 
  特別支援教育ɼ˓がᛟଢ 

 ᲮஉのӋᚇଐのμ˳˟のɶưŴཎКૅੲ૙Ꮛɼ˓ƕμ࠰ܖの̬ᜱᎍƴӼƚƯŴžཎКૅੲ
૙ᏋſƴƭƍƯのᛟଢǛᘍƬƯƍǇƢŵ 

             ポイントℲ μ保護者↧のᆢಊႎ↙գႆをᘍⅵ  

 ఄܖݱ

λܖЭ 

Ხஉの

Ӌᚇଐ 

 

 

特別支援学級の保護者ならではの不安や悩みを、保護者同士の語らいの中で解消したり、子

育てのヒントをもらったりできる会にしたい、という思いで、特別支援学級合同の保護者会を

行っています。卒業生の保護者の方にも参加を呼びかけ、今では高校生になっている卒業生の

保護者の参加もあります。 

★保護者会の中で、このような語らいがありました。 

 

 

 

通級指導教室は、いろいろな学校の

児童生徒が入級しています。学校に

よっては、１校に１名しか入級してい

ない場合もあり、同じ立場の保護者同

士でつながることが難しい状況にあり

ます。そこで、自校の保護者にも他校

の保護者にも呼びかけ、保護者会を

行っている学校があります。 

案内のチラシ 

 ～このような話合いが 

        ありました～ 

○宿題のさせ方 

○兄弟姉妹へ理解を促す伝え方 

○自分に自信が持てるような励 

 まし方 

○子どもの成長と親としての関 

 わり方 

             ポイント② 保護者の孤立を防ぐ  

私も子どもが１年生の時はそうでした。

でも、特別支援学級でできることが増え、

力がついてきたのを見て、我が子なりの成

長を感じるようになり、今では、他の子ど

もさんと比べるんじゃなくて、我が子の成

長をしっかり見ていこうと思えるようにな

りましたよ。 

うちの子も４年生くらいから、自分と他の

子どもさんとの違いに気付くようになって、

そういう時期が続いていました。でも、絵を

描くのが好きで、今は、好きなことでつなが

る友達ができて自信がついたみたいです。だ

から、自分の好きなことや自信になることを

大切にしてあげるといいと思います。 

交流学級での学習参観

の後には、やっぱりうち

の子は、みんなと同じよ

うにできないんだなあ、

と感じて、１週間くらい

ひどく落ち込むんです。 

この頃、何とな

く、交流学級に入

りにくいと本人が

感じているみたい

なんです。親とし

ては、それがせつ

なくて・・・
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 Ჯ ᧙̞ೞ᧙Ʊのᡲઃ 

� 障がいのあるඣ❺生ᚐの実ែに応ࡌた適切な指導・支援を行っていく上で、እ部の関係機関

との連携は大変重要です。እ部の関係機関とは、医療・ಖ೺・⚟♴・ປാ関係機関、特ู支援

学校、通級指導教室➼です。指導・支援の充実をめざして、関係機関と連携を図りましょう。�

��ྛ特ู支援学校には、障がい特ᛶ➼に応ࡌた指導の࢘ࣁ࢘ࣀが⵳✚されています。そのᑓ㛛

的な▱㆑やᢏ⬟を生かして、ᆅᇦの学校のࢽーࢬに応ࡌた教⫱相ㄯや◊ಟ➼を行っています。

困ってから相ㄯするのではなく、計画的・組織的に特ู支援学校のࢭンࢱー的機⬟を活用して

いくことが、ඣ❺生ᚐの指導・支援の充実につながります。�

活用例 ᯓӕ᫱ᜱఄܖ↝ཎКૅੲ૙Ꮛ⇙∞⇭⇉⇳∞⇥∞ሁ↝яᚕをဃⅺↆ↕ 

学校から

の相ㄯ�

特ู支援教⫱コーࢿ࢕ࢹーࢱー➼が学校に出ྥき、教室の様子や授業の様子をཧほし、ຓゝ�

� தとౝ子のˮፗがƣれ
るとۋѬがߐれやすいの

で、࠿にႸҮとなるȆー

ȗをᝳり、ᐯЎでˮፗを

確ᛐできるようにしてい

きましǐう。また、ࡈ面

にすǂりഥめǷーȈを૤

くと、おしりがƣれにく

くなりますよ。 

� ბஆえについては、ᐯ
Ўでできるとこǖと、ᐯ

Ўのщではᩊしいとこǖ

について、ஜ人としっか

り確ᛐをしましǐう。そ

して、ᩊしいとこǖにつ

いては、ᐯЎでέ生に৖

яけを൭めることも指導

していきます。�

� できるƩけᐯЎでᐯЎのことができるようにしていくために、教室࿢ؾをૢえていくこと
が大切です。൑ଐの生活の中で、ጮりᡉしᘍう活ѣがᐯЎᐯ៲のщでできることは、ᐯᇌ࣎

につながっていきます。�

 。をƲのようにૢえたらよいでしǐうؾ教室࿢ۑ

ŨۋѬがߐれやすいのが気になっています。Ʋうしたらよいでしǐう。 

Ũბஆえに時間がかかり、つい৖をЈしてしまっています。これでよい 

 のでしǐうか。 

� この学校では、コーࢿ࢕ࢹーࢱーのຓゝを生かして、さっそく教室⎔ቃを整え、⮬ศでできるこ

とは⮬ศでやり㐙ࡆるよう、指導しています。⮬ศでできることがቑえ、⮬ಙがついてきたそうで

す。⮬❧活動の指導内容➼についてもຓゝをもらい、指導の充実を図っています。�

             ポイントℲ ཎКૅੲఄܖ⇡ン⇥∞ႎ機Ꮱを෇ဇↈる 

� 相ㄯ内容を関係⪅で共有して指導・支援を行い、相ㄯ記㘓をḟ年度࡬ᘬき⥅いでい

くことや、Ⓨ達ẁ㝵➼の変໬に応ࡌて⥅⥆的に相ㄯをかけていくことが大切です。�

なる࡯ど㸟�

� ȭッǫーがᩉれていると、時間の
ȭスを᧸Ɲうとして教師がᒵཋを

取ってしまいがちですよƶ。ᐯЎで

できることはᐯЎでさせたいので、

必要なཋをさっと取りЈせるよう

に、தのすƙ್に˯めの౏なƲをፗ

いて、ᒵཋをፗくようにするとよい

ですよ。 

特ู支援学級ᢸ௵�
特ู支援教⫱コーࢿ࢕ࢹーࢱー�

問診票（学校用）の内容 

� 問１．支援学級・通級指導教室・取り出し学習などの利用状況�

� � � □なし� □あり� （具体的な利用状況� � � � � � � � ）�
� �

� 問２．教科ごとの学習到達度�

� � � ・国語� □学年相当� □１学年以上の遅れあり（� � � 年くらいの遅れ）�

� � � ・算数� □学年相当� □１学年以上の遅れあり（� � � 年くらいの遅れ）�

� � � ・その他：具体的に�
� �

� 問３．学校での様子�

� � � ・授業時間：�

� � � ・休み時間：�

� � � ・学校行事�
� �

� 問４．対人関係の特徴�

� � � ・こども同士：�

� � � ・先生などの大人と：�
� �

� 問５．日常生活における本人の特徴�

� � � ・時間：�

� � � ・約束（宿題や提出物）：�

� � � ・給食：�

� � � ・行動や気持ちの切り替え：�

� � � ・その他：�
� �

� 問６．本人の特徴�

� � � ・良い点、得意な点：�

� � � ・苦手な点：�
� �

� 問７．学校で対応に困ったこと� � � � � �
�

� 問８．学校で実施した対応策とその効果・本人の反応�
�

� 問９．ご家族とお話ししたことがあればその内容と、その時の印象について�
� �

� 問10．学校で行った検査があればその内容（できればコピーを同封ください。）�
� �

� 問11．医療に期待すること（例：ご家族の受け入れのための医学的説明など）�
� �

� 問12．その他コメントや質問がございましたら記載をお願いします。� � � � � � � � � � � � � �

� � 保護者の同意を得た後、学校における学習や 

 生活の様子について記載します。 

  また、保護者の同意が得られれば、以下のもの 

 もコピーし、医療機関と共有するようにします。 
 ・個別の教育支援計画や個別の指導計画 

 ・知能検査や諸検査等の結果 

 ・通級指導教室を活用していればその記録 

 ・ＬＤ等専門員への相談記録 

 ・ＳＣ、ＳＳＷへの相談記録 等 

� 目的を明確にして、計画的・組織的に関係機関と連携を図っていくことが、指導・支援の充実に

つながります。�

 障がい種やその程度によって、医療機関との連携の重要度は変わります。やみくもに医療受

診を勧めるのではなく、医療に求めることを明確にした上で、医療機関との連携を図っていく

ことが大切です。学校の情報を整理し、問診票を活用して、適切な情報共有を図りましょう。�

 医療受診は、保護者にとって大変勇気のいるものです。したがって、なぜ
医療受診が必要なのかを、保護者にきちんと説明することが必要となりま

す。決して担任一人の判断ではなく、関わっている他の教職員の見取りも合

わせて検討します。児童生徒の状態を多面的に捉えた上で、将来的な視点も

もちながら、理由を明確にします。（話合いの中で、支援のミスマッチ等が

浮かび上がってきた場合には、もう一度、支援の在り方について検討してい

きます。）そして、突然の勧めではなく、継続した教育相談の中で医療受診

を勧めることが大切です。 

             ポイント② 医療機関と適切に連携を図る  

� 様式については、改作して使って

も構いません。鳥取県内の医師会に

所属している病院で共通理解されて

いる様式です。保護者用の問診票も

あります。 

� 問診票を活用すると、限られ

た診察時間の中で、医師が必要

とする情報を適切に伝えるこ

とができます。�

検索�鳥取大学医学部附属病院� 問診票�

� まずは、校内委員会

で、なぜ医療受診が必

要なのかについて話し

合いましょう。�
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